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研究成果の概要： 

造精障害モデルとして片側停留精巣ラットおよび手術により片側精巣を挙上したラットを作

成した。それぞれの精巣および精巣上体精子からの mRNA 抽出。ラットでのプライマーである

Clusterin,Protamine2, WNT5A の 3 種の mRNA 測定を行った。 

停留精巣モデル患側精巣からは造精機能が均一に傷害され Johnsen’s score７であったため

精子採取できず。健側での精子採取を行った。また精巣組織での mRNA の発現変化も同時に検討

を行った。Clusterin の発現については特に患側、健側と変化は認めなかった。Protamine2, 

WNT5A については停留精巣において発現の低下を認めた。 

精巣での Protamine2、WNT5A、Clusterin の発現を免疫染色にて確認した。Protamine2 の発

現は陰嚢内に下降した精巣では精子細胞において陽性に反応した。しかし停留精巣においては

全く発現していなかった。WNT5A は Leydig cell において健側、患側精巣ともに陽性を示した。

Clusterin は Sertoli cell において発現を認めたが、患側である停留精巣側の精細管内に強く

発現を認めた。 

以上の結果から精子に認められる mRNA は精子が運ぶべき DNA や遺伝子保護をしたり、精子自

身が正常に作られるためのものと考えられた。 

 
 
 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 1,700,000 0 1,700,000 

2008 年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,200,000 450,000 3,650,000 

 



 
研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：外科系臨床医学・泌尿器科学 

キーワード： mRNA、 clusterin、 protamine2、 WNT5A、 造精機能、 停留精巣、sertoli 

cell、leydig cell 
 
１．研究開始当初の背景 

最近、精子に mRNA が存在していることが

判明した。その役割については明らかではな

い。そこで精子内 mRNA の機能解析をするこ

とにより、精子形成における遺伝子発現を調

べ、受精メカニズムを解明するきっかけにな

ると考えた。 

 

 

 

２．研究の目的 

様々な条件の精子の mRNA について機能解

析を行うこと、および精子毎の遺伝子の存在

や違いの確認を行い、精子の受精に関与して

いる遺伝子を解明すること。また受精のみな

らず初期発生についても精子の役割は重要

であり、これを含めて精子のメカニズムの解

明をすすめること。 

 

 

 

３．研究の方法 

 造精障害モデルとして妊娠ラットにフル

タミドを投与しての片側停留精巣ラットお

よび手術により片側精巣を挙上したラット

を作成した。それぞれの精巣および精巣上体

精子からの mRNA 抽出し、ラットでのプライ

マーである clusterin,protamine2, WNT5A の

3 種の mRNA 測定を行った。また摘出精巣から

上記 3種の各種免疫染色および H-E 染色を施

行した。 

 

 

 

 

４．研究成果 

停留精巣モデル患側精巣からは造精機能

が均一に傷害され Johnsen’s score７であっ

たため精子採取できず。健側での精子採取を

行った。精巣挙上モデル患側精巣からは造精

機能が不均一に傷害され Johnsen’s score

は平均７であったため精子採取できず。健側

での精子採取を行った。 

また精巣組織での mRNA の発現変化も同時

に検討を行った。 

Clusterin の発現については特に患側、健

側と変化は認めなかった。 

protamine2, WNT5A については停留精巣に

おいて発現の低下を認めた。 

精巣での protamine2、WNT5A、clusterin

の発現を免疫染色にて確認した。protamine2

の発現は陰嚢内に下降した精巣では精子細

胞において陽性に反応した。しかし停留精巣

においては全く発現していなかった。WNT5A

は leydig cell において健側、患側精巣とも

に陽性を示した。clusterin は sertoli cell

において発現を認めたが、患側である停留精

巣側の精細管内に強く発現を認めた。 
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